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コインが 5枚ある．さいころを振って出た目によって，これらのコインを 1枚ずつ

3つの箱 A, B, C のいずれかに入れていく．出た目が 1であればコインを 1枚，箱

A に入れる．出た目が 2か 3であればコインを 1枚，箱 B に入れる．出た目が 4か 5

か 6であればコインを 1枚，箱 C に入れる．さいころを 5回振ったとき，次の問い

に答えよ．

(1) 箱 A と箱 B にコインがそれぞれちょうど 2枚ずつ入っている確率を求めよ．

(2) A, B, C いずれの箱にもコインが 1枚以上入っている確率を求めよ．

(3) 試行の後に箱 A を開けるとちょうど 2枚のコインが入っていた．このとき箱 B

にコインがちょうど 2枚入っている確率を求めよ．

(19 千葉大 9)

【答】

(1) 5
108

(2) 305
648

(3) 36
125

【解答】

(1) さいころを 1回振って箱 A，B，Cにコインを 1枚入れる確率はそれぞれ 1
6
, 1

3
, 1

2
で

あり，さいころを 5回振ったとき，コインが箱 Aに a枚，箱 Bに b枚，箱 Cに c枚入って
いるとすると，a+ b+ c = 5 であるから，a = b = 2のとき，c = 1である．
(a, b, c) = (2, 2, 1)である確率は
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108
……（答）

(2) さいころを 5回振ったとき，箱 A, B, C にコインが 1枚以上入っている事象をそれぞれ
A, B, C とおき，余事象を考える．求める確率は
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=1−
{(

5
6

)5

+
(
2
3

)5

+
(
1
2

)5

−
(
1
2

)5

−
(
1
6

)5

−
(
1
3

)5

+ 0

}
=1−

(
3124
65

+ 31
35

+ 0
25

)
=1− 4116

2535

=1− 343
2334

= 305
648

……（答）
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• 余事象を考えるのではなく，直接計算してもよい．
条件を満たすのは

(a, b, c) = (1, 1, 3), (1, 3, 1), (3, 1, 1), (1, 2, 2), (2, 1, 2), (2, 2, 1)

のときであり，求める確率は
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=
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+
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= 140 + 165
2334

= 305
648

(3) 試行の後に箱 A，Bにコインが 2枚入っている事象をそれぞれ A2, B2 とおくと，求める
確率は

PA2(B2) =
P (A2 ∩B2)

P (A2)

=
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10 · 53

= 36
125

……（答）


